
An Investigation of Whereabouts Utilization and Awareness 

level in the district Suwa ･ Nagayama, Tama Newtown 

１．研究の背景と目的　戦後開発が行われた大都市近郊の

郊外住宅地やニュータウンでは，急速な高齢化が進行して

いる．我が国最大規模の多摩ニュータウン（以下：多摩

Ｎ . Ｔ .）の初期開発地域も同様であり，高齢化に対応し

た生活環境の整備が急務となっている．

　高齢者が継続居住をするためには，身近な場所に住民

同士の交流や見守りができる，身の寄せ場としての安心・

安全な居場所が求められており，生活環境を整備していく

中で，高齢者の居場所を形成していくことが重要であると

考える．

 近年，各地でこうした居場所が形成されてきており，多

摩Ｎ . Ｔの諏訪・永山地域においても現在 10 ヶ所程度の

居場所が存在している．本研究は，シニア世代の居場所の

利用状況や認知度，居場所に対する意識を探ることで，今

後の居場所づくりのための知見を得ることを目的とする．

２．調査対象・方法　　多摩市諏訪・永山地区を対象地

域とし，外出状況，近所づきあいなどの日常生活の様子，

居場所や地域施設の認知度と利用状況を把握することを

目的としてアンケート調査を実施した．平成 21 年 10 月，

0 100 200 300 400(人)

0 400200 600 800 1000(人)

0 100 200 300(人)0 100 200 300(人)

0 200 400 600 800 1000(人)

とても健康

まあまあ
健康

あまり健康ではない

健康ではない
重度

うつ症状
なし

軽度

受けて
いない

要介護
要支援

健康感 うつ傾向 介護認定

0 400200 600 800(人)

0 400200 600 800 1000(人)

0 400200 600 800 1000(人)

0 400200 600 800 1000(人)

0 400200 600 800 1000(人)

月1回以上参加
年に1～11回参加

この1年には参加せず
入っていない

＊この1週間での外食頻度

＊訪問しあう/立ち話をする人数

＊この1カ月間での利用

＊自宅以外

Ａ:自転車,車,バス,電車を使ってひとりで外出できる

Ｂ:家庭内では不自由なく活動できるがひとりで外出できない

Ｃ:少しは動ける

Ｄ:起きてはいるが,あまり動けない

Ｅ:寝たり起きたり

0 4020 60 80 100％

大いに頼りになる

行ったことがある 知らない
行ったことはないが知っている

ある程度たよりになる

どちらともいえない

あまり頼りにならない
全く頼りにならない

0 400(人)200

0 400 500200 300100 600(人)

0 4020 60 80 100％

0 400(人)200

0 4020 60 80 100％

市役所

自治会

ボランティア

ラウンジ等

市役所

健康センター

福祉センター

パルテノン

永山公民館

永山図書館

こぶし館

かえで館

ひじり館

その他

西永山複合

東永山複合

老人福祉館

諏訪いきデイ

永山いきデイ

福祉亭

わいわいSHOP

Eラウンジ

4丁目ラウンジ

5丁目ラウンジ

中部地域包括

東部地域包括

市民ルーム

したい

ややしたい

どちらともいえない

ややしたくない

したくない

施設の印象

継続居住

利用施設

利用度

図１．アンケート調査回答者の基本属性と日常生活様態
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多摩市諏訪・永山地区の 60 歳以上の住民 8315 名から無作

為に抽出した 3010 名にアンケート票を郵送配布し，1538

名（回収率 51.1％）から回答を得た．

３．地域住民の居場所利用と居場所認知

３－１．諏訪・永山地区住民の基本属性と生活様態　図１

にアンケートの集計結果を整理した．

１）基本属性　性別は男女ほぼ同数の回答が得られ，年齢

構成は 65 ～ 74 歳の前期高齢者が多い．居住は，永山では

公社・公団賃貸が多く，諏訪では公営賃貸住宅が多い．ま

た，居住年数は両地区において 20 ～ 40 年が多い．主観的

健康観とうつ症状に関しては，75％程度の人が良好であり，

90％以上が要介護認定を受けていないという結果からも，

自立し，健康的な高齢者が多いことがうかがえる．

２）外出行動　外出頻度は，毎日１回外出している人が多

く，ほとんどの人がひとりで外出できると回答している．

外食の頻度は週に１～２日の回答が多く，医療機関はほと

んどの人が月１回以上利用している．交流活動について，

自治会や趣味のサークルや同窓会などには半数以上の人が

参加している．一方，老人会やボランティア活動には２割
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程度の参加である．自宅以外に安らげる場所は，半数以上

が「ある」と回答している．

３）近隣交流　近所の人との付き合いの程度は，立ち話を

する程度が最も多く，９割以上の人が何らかのつながりを

持っているが，「いない」という回答も目立つ．会う頻度

は，友人や近所の人，別居の家族ともに月に１回程度であ

り，つきあいの満足度に関しては，友人・近隣・家族とも

に 75％程度が満足していると回答している．

４）地域や行政の制度・政策について　高齢者が集う居場

所や施設の利用度・認知度については，小学校廃校校舎を

生涯学習施設として利用している [ 西永山複合 ]，[ 東永

山複合 ] と，公設公営の［老人福祉館］，メディアによく

取りあげられるＮＰＯ [ 福祉亭 ] は認知度が６割を超え，

利用経験者が２割を越えて高い．その他の居場所の認知度

は２～３割程度にとどまっている．公的な施設の利用は，

多摩市役所と永山図書館の利用が多く見られる． 

３－２．居住地・近隣交流・今後の利用意向からみた居場

所の利用と認知　各居場所に対する利用と認知に関して，

居住地，近隣づきあい，今後の利用意向の項目ごとに，そ

の割合を図２に示した．

　各居場所において，概して，居場所が存在する地区で

の認知度が高い．学校校舎を利用している [ 西永山複合 ]

と [ 東永山複合 ] は，地区内での偏りはあまり見られず，

多方面から利用，認知がされており，認知している人の中

で利用したことがある人の割合が高い．生きがいディサー
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ビスによる支援型の２つの [ いきデイ ] や自治会運営に

よる [ ４丁目ラウンジ ]，[ ５丁目ラウンジ ] では，認知

度は低く，認知はあるが行ったことがあるという人は少

ない結果となっている．このことに関して，[ いきデイ ]

では，登録制であることや，高齢者施設という性格づけ

に抵抗を持つ人が少なからずいることが要因として考え

られる．[ ４丁目ラウンジ ]，[ ５丁目ラウンジ ] では，

設立からまだ日が浅いこと，小さな規模での寄り合い型

の活動であるため，誰かのつてやつながりがなければ参

加しにくい状況であると推察できる．

　近隣づきあいと居場所の利用との関係においては，つ

きあいの程度が，訪問しあう人がいると回答した人ほど，

また，訪問しあう，または立ち話をする人数が多ければ

多いほど，さらに，近所の人と会う頻度が多ければ多い

ほど，各居場所を利用したことがあると回答している．

つまり，近隣関係が深まれば居場所の利用度は高まると

いえ，逆に，居場所の利用から近隣付合いのきっかけが

生まれるものと推論できる．

　今後の利用意向との関係に関しては，各居場所におい

て，今後利用したいと回答した人には，これまでに利用

したことがある人が多く，一度の利用経験が今後の利用

意向につながるといえる．
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